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日
頃
か
ら
、
教
育
学
部
同
窓
会
の
活

動
推
進
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
先
日
、『
高
校
生
の
な
り
た

い
職
業
、
教
員
一
〇
年
連
続
首
位
』

（
二
〇
二
五
・
一
一
・
九
新
潟
日
報　

ベ

ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所
と
東
大
社
会

科
学
研
究
所
の
共
同
調
査
に
よ
る
）
と

い
う
記
事
を
目
に
し
ま
し
た
。
こ
の
調

査
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、「
教
員
」
は
、

今
も
な
お
、
子
ど
も
に
と
っ
て
魅
力
的

な
職
業
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
教
育
現
場
で
は
、
令
和
七

年
度
の
県
内
の
教
員
採
用
選
考
検
査

の
倍
率
が
、
小
学
校
で
は
二
倍
を
切

り
、
教
員
の
な
り
手
不
足
、
教
員
不
足

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
大
量
退
職
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
教

員
に
な
る
人
に
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
い

く
人
材
育
成
（
恩
送
り
）
も
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

当
校
は
、
毎
年
二
名
の
新
採
用
教
員

が
配
置
さ
れ
ま
す
。
新
採
用
か
ら
三
年

目
の
教
員
六
名
中
二
名
が
、
新
潟
大
学

教
育
学
部
の
卒
業
生
で
す
。
先
日
、
そ

の
う
ち
の
三
年
目
の
職
員
が
、
全
体
授

業
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
何
回
も
理
科

セ
ン
タ
ー
に
通
い
、
子
ど
も
の
実
態
に

即
し
た
教
材
は
何
か
を
考
え
、
指
導

案
を
作
り
、
子
ど
も
が
目
を
輝
か
せ

生
き
生
き
と
学
習
に
取
り
組
む
、
理

科
の
授
業
を
公
開
し
て
く
れ
ま
し
た
。

二
年
目
の
職
員
は
、
支
援
が
必
要
な

子
ど
も
が
大
勢
い
る
一
年
生
の
学
級

担
任
と
し
て
、
子
ど
も
の
声
に
耳
を

傾
け
、
毎
日
粘
り
強
く
か
か
わ
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　

若
手
教
員
の
や
り
が
い
や
成
長
は
、

О
Ｊ
Ｔ
に
よ
る
支
援
・
指
導
が
重
要

で
す
。
当
校
は
同
じ
教
育
学
部
卒
の

先
輩
、
中
堅
・
ベ
テ
ラ
ン
教
員
が
し
っ

か
り
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
学
部
同
窓
会
は
、
令
和
九
年

度
に
創
立
七
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。

会
員
相
互
の
資
質
向
上
と
親
睦
、
絆

強
化
を
図
り
、
母
校
の
発
展
に
寄
与

す
る
持
続
可
能
な
同
窓
会
と
な
る
よ

う
、
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
子
ど
も
に
と
っ
て
魅
力
的
な
職
業

の
教
員
が
、
本
当
に
や
り
が
い
の
あ

る
、
子
ど
も
が
憧
れ
る
く
ら
い
輝
く

教
員
と
な
れ
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
、
立
場
で
、
教
育
を
支
え
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

三
十
三
年
振
り
に
初
任
校
へ

の
配
置
と
な
っ
た
。

　

入
学
式
の
日
、
保
護
者
と
な
っ

た
か
つ
て
の
教
え
子
た
ち
と
再

会
し
た
。
頼
も
し
く
成
長
し
た

姿
に
安
堵
と
喜
び
を
感
じ
た
。

　

授
業
が
始
ま
る
と
、「
僕
、
○
○
○
○

の
息
子
で
す
。」
や
「
私
の
母
、
○
○
○

○
っ
て
い
う
ん
で
す
け
ど
覚
え
て
い
ま
す

か
？
」、「
私
の
父
も
叔
父
も
先
生
が
担
任

だ
っ
た
ん
で
す
。」
な
ど
、
初
任
者
の
頃

の
自
分
を
知
っ
て
い
る
人
た
ち
の
多
さ
に

驚
い
た
。
当
時
の
自
分
は
子
ど
も
た
ち
に

は
ど
う
映
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
自
分

に
与
え
ら
れ
た
役
割
の
大
き
さ
に
、
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
の
毎
日
で
あ
る
。

　

あ
る
日
の
学
習
参
観
に
来
て
い
た
教
え

子
か
ら
、「
先
生
の
授
業
が
楽
し
く
て
理

科
に
興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
ん
で

す
。
実
験
が
好
き
で
化
学
の
勉
強
を
す
る

よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
生
か
せ
る
仕
事

に
就
い
た
ん
で
す
。」
と
聞
か
さ
れ
た
。

こ
の
子
の
成
長
に
、
少
し
で
も
役
立
て
た

気
が
し
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。

　

私
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き
方
や

人
生
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い

る
。
今
一
度
初
心
に
立
ち
返
り
、
子
ど
も

た
ち
の
将
来
に
夢
や
希
望
を
与
え
て
い
け

る
よ
う
努
め
て
い
こ
う
と
思
う
。

　
　
　
　
　

（
広
報
部　

若
月　

利
春
）

新潟大学
教育学部同窓会
ホームページ

情 報
交 換

情 報
発 信

第第190190 号号第190 号

持
続
可
能
な

持
続
可
能
な

　

教
育
学
部
同
窓
会
を

　

教
育
学
部
同
窓
会
を

　
　
　
　
　
　

目
指
し
て

　
　
　
　
　
　

目
指
し
て

教育学部同窓会副会長

糀谷 正夫



（2）

令和８年２月20日教育新報  第190号
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校
園
連
携
・
地
域
連
携
の
取
組

魚
沼
市
立
須
原
小
学
校

一
　
は
じ
め
に

　

当
校
は
令
和
五
年
度
に
入
広
瀬
小
学
校
と

統
合
し
て
、
東
端
は
福
島
県
境
、
西
端
は
長

岡
市
境
に
至
る
広
大
な
学
区
と
な
り
ま
し
た
。

へ
き
地
校
と
し
て
区
分
さ
れ
て
い
る
当
校
で

す
が
、
学
区
は
一
こ
ど
も
園
・
一
小
学
校
・

一
中
学
校
か
ら
な
り
、
地
域
の
皆
様
か
ら
は

学
校
へ
の
多
大
な
協
力
と
期
待
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
、
園
・
小
・

中
の
連
携
、
地
域
と
の
連
携
が
教
育
活
動
の

鍵
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
　
取
組
の
内
容

（
一
） 

校
園
の
連
携

　

当
学
区
の
三
校
園
は
、
情
報
交
換
と
研
修

を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
園
か
ら
小
、

小
か
ら
中
へ
の
進
学
に
お
い
て
、
園
小
中
の

連
携
が
円
滑
な
繋
ぎ
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

園
小
の
具
体
的
な
取
組
と
し
て
、
園
小
職

員
が
相
互
に
学
校
を
訪
問
し
、
小
学
校
入
学

前
と
入
学
後
の
児
童
の
様
子
を
見
守
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
年
長
児
と
一
年
児
童
の
年
間

を
通
し
た
交
流
を
計
画
的
に
行
う
な
ど
、
早

い
段
階
か
ら
園
児
が
小
学
校
に
慣
れ
親
し
む

よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

小
中
の
取
組
と
し
て
、
全
校
児
童
が
中
学

生
と
交
流
す
る
い
じ
め
見
逃
し
ゼ
ロ
ス
ク
ー

ル
集
会
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
中
学
生
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
縦
割
り
班
で

話
合
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
学
生

は
小
学
一
年
生

か
ら
六
年
生
ま

で
の
児
童
の
目

線
に
立
っ
た
働

き
か
け
を
行
い
、

小
学
生
は
中
学

生
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
や
一
つ

先
の
考
え
方
を

学
ん
で
い
ま
す
。

（
二
）
地
域
と
の
連
携

　

魚
沼
北
地
域
で
は
、
地
域
で
の
活
動
の
担

い
手
の
高
齢
化
や
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。

学
校
が
地
域
の
力
を
お
借
り
し
て
子
ど
も
た

ち
を
育
ん
で
い
く
た
め
に
、
ま
た
学
校
を
核

に
地
域
を
活
性
化
し
て
い
く
た
め
に
、
昨
年

度
か
ら
は
小
中
合
同
の
学
校
運
営
協
議
会
に

発
展
さ
せ
ま
し
た
。

　

当
学
校
運
営
協
議
会
の
取
組
と
し
て
、
か

つ
て
行
わ
れ
て
い
た
地
域
運
動
会
を
小
学
校

の
運
動
会
の
中
に
「
地
域
種
目
」
と
い
う
形

で
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
地
域
の
誰
も
が
参
加

で
き
る
種
目
と
し
て
、
今
年
度
は
「
借
り

人
競
走
」
を
行
い
ま
し
た
。「
地
域
に
住
む

〇
〇
な
人
」
を
テ
ー
マ
に
人
探
し
を
行
い
、

見
つ
け
た
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
と
い

う
内
容
で
し
た
が
、
予
想
以
上
の
盛
り
上
が

り
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
活
動
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

三
　
こ
れ
か
ら

　

今
後
の
課
題
は
、
よ
り
地
域
の
行
事
に
児

童
が
主
体
的
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
二
月
の
旧
正

月
に
行
わ
れ
る
「
さ
い
の
神
」
で
す
。
例
年
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
協
議
会
に
計
画
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
児
童
は
祭
り
に
使
う

道
具
等
の
製
作
の
み
の
活
動
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
計
画
段
階
か
ら
児
童
が
参
画
す

る
こ
と
で
、
児
童
が
地
域
の
一
員
と
し
て
の

意
識
を
も
っ
た
り
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い

く
実
践
力
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
に
役
立
つ

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

園
小
中
の
強
い
つ
な
が
り
や
地
域
か
ら
の

厚
い
協
力
は
、
当
校
の
強
み
で
す
。
今
後
も

か
し
こ
く
・
な
お
く
・
た
く
ま
し
い
子
ど
も

た
ち
を
、
学
区
の
皆
様
の
協
力
の
も
と
育
ん

で
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
文
責　

教
頭　

佐
藤　
　

宏
）

　
　

令
和
七
年

４
・
３   　

入
学
式
（
朱
鷺
メ
ッ
セ
）

　
　
　
　
　

教
育
実
践
学
研
究
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
学
ガ
イ
ダ
ン
ス

４
・
９　
　

令
和
六
年
度
会
計
監
査
会

　
　
　
　
　
　
　

（
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
新
潟
）

５
・
10　
　

第
一
回
本
部
会
（
新
潟
教
育
会
館
）

　
　
　
　
　
　

【
評
議
会
に
向
け
て
の
議
案

　
　
　
　
　
　

審
議
、
決
定
】

６
・
14　
　

評
議
会
（
新
潟
教
育
会
館
）

　
　
　
　
　
　

【
令
和
六
年
度
会
務
報
告
・

　
　
　
　
　
　

決
算
報
告
】

　
　
　
　
　
　

【
令
和
七
年
度
活
動
の
重
点

　
　
　
　
　
　

・
専
門
部
活
動
計
画
・
役
員

　
　
　
　
　
　

及
び
予
算
案
承
認
】

　
　
　
　
　

支
部
長
・
学
科
代
表
者
会

７
・
20　
　

教
育
新
報
「
第
189
号
」
発
行

９
・
３　
　

事
務
室
移
転
（
Ｄ
１
１
８
へ
）

９
・
20　
　

第
五
十
回
同
窓
生
の
集
い

　
　
　
　
　
　
　

（
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
新
潟
）

10
・
18　
　

全
学
同
窓
会
設
立
20
周
年

　
　
　
　
　

記
念
式
典　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

（
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
）

　
　
令
和
八
年

１
・
22　
　

大
学
教
職
員
と
同
窓
会
と
の

　
　
　
　
　

懇
談
会
・
懇
親
会

　
　
　
　
　
　
　

（
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
新
潟
）

２
・
20　
　

教
育
新
報
「
第
190
号
」
発
行

２
・
28　
　

第
二
回
本
部
会
（
新
潟
大
学
）

３
・
23　
　

卒
業
式
・
祝
賀
会

　
　
　
　
　

（
朱
鷺
メ
ッ
セ
・
東
映
ホ
テ
ル
）

令
和
七
年
度   

会 

務 

報 

告
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学校紹介
②

「
地
域
と
共
に
未
来
を
創
る
学
校
」新

潟
市
立
岩
室
中
学
校

　

当
校
は
新
潟
市
西
蒲
区
に
あ
り
、
旧
岩
室

村
を
学
区
と
し
、
全
校
生
徒
は
百
四
十
八
名

で
す
。
学
区
は
広
く
、
学
区
内
に
は
蒲
原
平

野
、
弥
彦
山
、
間
瀬
海
岸
な
ど
が
あ
り
、
四

季
折
々
の
美
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、「
全
国
お
も
て
な
し
ラ
ン
キ
ン
グ
」

で
二
年
連
続
全
国
一
位
と
な
っ
た
岩
室
温
泉

も
あ
り
ま
す
。

　

校
内
で
は
挨
拶
が
飛
び
交
い
、
授
業
中
も

仲
間
と
の
対
話
的
な
活
動
が
多
く
組
織
さ
れ
、

学
習
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

【
教
育
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
に
む
け
た

Ｃ
Ｓ
と
の
連
携
】

　

学
校
運
営
協
議
会
（
Ｃ
Ｓ
）
と
連
携
・
協

力
を
し
な
が
ら
、
教
育
活
動
の
見
直
し
や
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

（
一
）
総
合
的
な
学
習
の
見
直
し

　
　
　
　
　
　
　
　
～
岩
室
学
の
充
実
～

　

令
和
四
年
、
五
年
度
は
主
に
「
総
合
的
な

学
習
」
の
見
直
し
を
進
め
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
目
指
す
生
徒
像
の
実
現
に
向
け
て
、
育
み

た
い
資
質
・
能
力
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
次
に
、
そ
う
い
っ

た
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
、
総
合
の
時

間
の
活
動
内
容
を
検
討
し
た
り
、
地
域
人
材

を
活
用
し
た
り
し
な
が
ら
進
め
、
岩
室
を
学

び
の
ス
テ
ー
ジ
と
し
た
地
域
探
究
の
活
動
を

展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
地

域
で
の
学
び
を
「
岩
室
学
」
と
名
付
け
、
三

年
間
を
見
通
し
た
学
び
が
創
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
は
、
昨
年
度
、
時
事
通
信
社
よ

り
「
教
育
奨
励
賞
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
二
）
部
活
動
地
域
展
開
に
向
け
て

　
　
　
　
　
～
岩
室
ス
タ
イ
ル
の
構
築
～

　

令
和
六
年
度
か
ら
は
、
部
活
動
地
域
展
開

に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
当
初
、

地
域
展
開
に
伴
う
受
け
皿
と
な
り
う
る
地
域

ク
ラ
ブ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
持
続
可
能

性
や
保
護
者
の
負
担
軽
減
と
い
う
視
点
か
ら

保
護
者
会
主
体
の
ク
ラ
ブ
で
は
な
く
、
Ｃ
Ｓ

や
学
区
内
に
あ
る
児
童
館
と
連
携
し
な
が
ら

体
制
作
り
を
進
め
て
い
ま
す
。『
地
域
で
子

ど
も
を
育
て
る
』
理
念
の
下
、
本
格
運
用
に

向
け
て
、
令
和
七
年
十
一
月
現
在
で
は
試
行

を
行
っ
て
お
り
、
来
年
四
月
の
本
格
実
施
に

向
け
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

【
地
域
か
ら
学
ぶ
、
そ
し
て
地
域
に
還
元
、

貢
献
す
る
】

　

様
々
な
場
面
で
地
域
の
皆
様
の
協
力
を
受

け
て
教
育
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
同

時
に
、
中
学
生
が
で
き
る
地
域
貢
献
や
、
地

域
へ
の
還
元
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

『
矢
川
灯
籠
流
し
』『
和
納
十
五
夜
祭
り
』

『
間
瀬
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
』
と
い
っ
た

地
域
行
事
で
は
、
地
域
の
方
々
と
活
動
を
共

に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
は
岩

室
観
光
協
会
か
ら
の
協

力
依
頼
を
受
け
、
新
た

な
岩
室
温
泉
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
ア
イ
デ
ィ
ア

作
り
を
行
い
ま
し
た
。

三
年
生
は
中
学
校
で
の

学
び
の
ま
と
め
で
あ

る
『
岩
室
す
み
よ
い
ま

ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で

関
係
人
口
を

増
や
す
た
め

の
策
を
考
え
、

地
域
の
方
々

を
ゲ
ス
ト
に

迎
え
発
表
し

て
い
ま
す
。

【
こ
れ
か
ら
の
未
来
に
向
け
て
】

（
一
）
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
の
向
上

（
二
）
自
治
力
の
向
上

（
三
）
で
き
な
い
理
由
を
探
さ
な
い
、
ど
う　
　

　
　
　

し
た
ら
で
き
る
か
を
考
え
よ
う
！

　

こ
の
三
つ
は
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
生
徒

も
職
員
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
、
教
育

目
標
で
あ
る
「
よ
り
よ
い
姿
を
求
め
て
学
ぶ

生
徒
」
の
実
現
に
向
け
て
生
徒
、
教
職
員
、

保
護
者
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
教
育
活
動

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
文
責　

校
長　

小
塚　

忠
昭
）

 

新
し
い
歴
史
の

　
　

ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
②　
　

　

令
和
九
年
度
は
教
育
学
部
同
窓
会
創

立
七
十
五
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
同
窓

会
で
は
そ
の
日
に
向
け
て
三
年
計
画
で

準
備
を
始
め
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
克
服
し
た
今
、
私
た
ち

は
、
か
つ
て
の
よ
う
な
熱
い
思
い
の
同

窓
会
を
再
構
築
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
「
参
加

す
る
同
窓
会
」
に
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
一
つ
が
六
月

の
評
議
会
に
お
け
る
「
リ
モ
ー
ト
参
加

導
入
」
で
あ
り
、
九
月
の
「
同
窓
生
の

集
い
」
及
び
十
月
の
「
全
学
同
窓
会
交

流
会
」
の
参
加
者
拡
大
の
取
組
で
す
。

「
集
い
」
で
は
、
今
現
場
に
お
け
る
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
「
特
別
支
援
」「
不

登
校
」「
学
級
経
営
」
な
ど
に
造
詣
の

深
い
先
生
方
を
三
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
迎

え
し
、
魅
力
あ
る
会
に
す
る
こ
と
で
す
。

今
年
度
は
、
新
潟
大
学
の
有
川
宏
幸
教

授
か
ら
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ

て
来
年
度
は
？
再
来
年
度
は
？

　

十
月
の「
全
学
同
窓
会
交
流
会
」で
は
、

過
去
、
教
育
学
部
同
窓
会
本
部
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
役
員
の
方
五
十
人
に
案

内
を
差
し
上
げ
た
と
こ
ろ
た
く
さ
ん
の

方
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
き
、
幹
事
学
部

と
し
て
の
面
目
を
躍
如
い
た
し
ま
し
た
。

　

お
陰
様
で
参
加
者
も
右
肩
上
が
り
に

増
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
さ

ら
に
参
加
者
が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。 事

務
局
だ
よ
り
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五
十
回

　　　同
窓
生
の
集
い

研
修
部
長
　坂
内
　
　徹

全
学
同
窓
会
交
流
会

広
報
部
員
　髙
橋
　新
一

　

九
月
二
十
日
、
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
新
潟
駅
前

に
お
い
て
同
窓
生
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「
特
別
支
援
教
育
の
現
在
、過
去
、未
来
」

と
題
し
て
、
新
潟
大
学
教
育
学
部
副
学
部
長

の
有
川
宏
幸
様
よ
り
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

一
　
講
演
会

〇
有
川
宏
幸
様
　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

千
葉
県
生
ま
れ
。

公
認
心
理
師
、
臨
床

発
達
心
理
士
で
あ
ら

れ
ま
す
。
筑
波
大

学
大
学
院
修
了
後

一
九
九
五
年
四
月
よ

り
発
達
相
談
員
と
し

て
大
阪
府
岸
和
田
市

保
育
課
、
同
保
健
セ

ン
タ
ー
勤
務
。
乳
幼

児
健
診
等
に
お
け
る
障
害
の
あ
る
乳
幼
児
の

発
見
と
そ
の
後
の
保
護
者
対
応
、
心
理
面
の

フ
ォ
ロ
ー
、
療
育
・
保
育
等
に
お
け
る
特
性

に
応
じ
た
関
わ
り
等
の
相
談
な
ど
幅
広
い
業

務
に
携
わ
ら
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
六
年
十
月

よ
り
現
職
で
す
。

〇
ご
講
演

　

大
学
勤
務
前
は
、
発
達
相
談
員
と
し
て
勤

め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
仕
事
は
「
障
害

を
見
つ
け
る
仕
事
」
で
あ
り
、
発
達
の
ず
れ

が
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
役
割
を
担
っ

　

令
和
七
年
度
新
潟
大
学
・
全
学
同
窓
会
交

流
会
が
十
月
十
八
日
（
土
）
に
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ

ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟
二
階
「
芙
蓉
」
で

開
催
さ
れ
た
。
今
年
度
は
、
全
学
同
窓
会
設

立
二
十
周
年
の
記
念
の
年
に
あ
た
り
、
教
育

学
部
同
窓
会
が
幹
事
と
な
っ
て
計
画
、
運
営

し
、
記
念
講
演
と
ス
ペ
シ
ャ
ル
対
談
企
画
が

行
わ
れ
た
。

　

開
会
の
挨
拶
で
は
、
牛
木
辰
男
学
長
か

ら
、
本
学
が
昨
年
度
創
立
七
十
五
周
年
を
迎

え
、
文
部
科
学
省
の
地
域
中
核
・
特
色
あ
る

研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
に
採
択
さ
れ
、「
脳

と
い
の
ち
」「
食
と
健
康
」
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
創
出
す
る
研
究
拠
点
と
し
て
の
役
割
に

つ
い
て
語
ら
れ
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、「
新
潟
大
学
の
顔　

門

標
四
文
字
」
を
演
題
に
新
潟
大
学
教
育
学
部

教
授
の
岡
村
浩
様
よ
り
ご
講
演
を
い
た
だ
い

た
。

　

「
新
潟
大
学
」

の
門
標
文
字
、
校

名
板
の
筆
者
で
あ

る
竹
内
臨
川
氏
に

つ
い
て
の
書
作
品

を
紹
介
い
た
だ
き

な
が
ら
、
門
標
文

字
、
校
名
板
の
書

風
や
隷
書
に
つ
い

て
の
話
が
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
門
標

て
い
ま
し
た
。
当
時
は
早
期
発
見
・
早
期
対

応
と
い
う
考
え
方
が
重
視
さ
れ
て
い
た
時
代

で
し
た
が
、
世
界
の
国
に
よ
っ
て
は
そ
う
し

た
考
え
方
が
発
見
と
い
う
名
の
差
別
で
は
な

い
か
と
、
否
定
的
な
見
解
も
あ
る
こ
と
も
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年
子
ど
も
の
数

は
確
実
に
減
少
し
て
い
る
一
方
、
特
別
支
援

教
育
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
数
は
約
二
倍

に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
小
学
校
で
、
自
動
販
売
機
を
例
に

「
誰
に
と
っ
て
優
し
い
か
」
を
考
え
た
授
業

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
の
具
体
的
な

様
子
が
紹
介
さ
れ
、
障
が
い
を
も
っ
て
い
る

人
に
着
目
さ
せ
、
子
ど
も
が
し
っ
か
り
と
考

え
て
い
る
こ
と
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
〇
〇
一
年
に
出
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｆ

（
国
際
生
活
機
能
分
類
）
や
、
特
別
支
援
教

育
の
日
本
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
日
本
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
が
十
分
に
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
指
摘
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
教
育
視
察
に

つ
い
て
で
す
。
子
ど
も
が
自
分
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
持
ち
、
教
員
が
進
捗
を
モ
ニ
タ
ー
す

る
シ
ス
テ
ム
、
机
に
座
ら
な
い
授
業
風
景
、

日
本
と
は
大
き
く
異
な
る
教
育
シ
ス
テ
ム
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
す
べ
て
の
子
ど
も
が
自

由
に
学
習
し
て
い
る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

特
別
支
援
教
育
と
は
何
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ

る
貴
重
で
意
義
深
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

二
　
懇
親
会

　

有
川
宏
幸
副
学
部
長
様
、
大
庭
昌
昭
教
育

実
践
学
研
究
科
長
様
を
お
招
き
し
、
懇
親
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
の
感
想
や
懐
か
し

い
話
で
盛
り
上
が
る
楽
し
い
一
時
と
な
り
ま

し
た
。

文
字
が
縦
書
き
か
ら
横
書
き
に
な
っ
た
配
字

に
つ
い
て
の
興
味
深
い
お
話
を
伺
う
こ
と
が

で
き
た
。

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
対
談
企
画
で
は
、
ラ
ジ
オ

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
遠
藤
麻
理
様
と
元
古
町

芸
妓
の
あ
お
い
様
に
よ
る
対
談
が
行
わ
れ
た
。

「
人
生
い
ろ
い
ろ
―

や
っ
ぱ
り
ニ
イ
ガ
タ
推

し
―

」
と
い
う
対
談
テ
ー
マ
で
、
お
二
人
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

あ
お
い
様
か
ら

は
、
古
町
芸
妓
を

志
し
た
経
緯
や
芸

妓
と
し
て
身
に
付

け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
作
法
や
心
構

え
な
ど
に
つ
い
て

お
話
を
し
て
い
た

だ
い
た
。
お
座
敷

で
の
さ
ま
ざ
ま
な

方
々
と
の
出
会
い
な
ど
芸
妓
の
世
界
を
通
し

て
学
ば
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
楽
し
い
お
話
を

伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
遠
藤
麻
理
様
か
ら
も
、

幼
少
期
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、

仕
事
を
通
し
て
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
や

出
来
事
に
つ
い
て
、
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

最
後
に
、
お
二
人
と
も
、「
新
潟
に
は
良
い

と
こ
ろ
が
沢
山
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
新
潟
の

よ
い
と
こ
ろ
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と

お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い
た
。
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新
潟
地
理
研
究
会

　　　　　　（
新
大
同
窓
会
　地
理
科
）　総
会

　

令
和
七
年
十
一
月
九
日
、「
新
潟
地
理
研

究
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
潟
大
学
よ
り
、

教
育
学
研
究
科　

准
教
授
の
前
田
陽
介
様
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
会
は
、
新
潟
大
学
教
育
学
部
・
教
育
人

間
科
学
部
の
地
理
学
教
室
の
卒
業
生
と
在
校

生
の
約
七
百
名
で
組
織
さ
れ
て
い
て
、
地
理

学
教
室
の
発
展
へ
の
寄
与
と
会
員
相
互
の
親

睦
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
総
会
後
に
は
大
学
の
先
生
や
現
役
の

学
生
か
ら
、
現
在
の
研
究
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

前
田
先
生
か
ら
は
、
現
在
の
地
理
学
教
室

の
様
子
に
つ
い
て
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
過
去
の
卒
業
論
文
を
整
理
す
る
中
で
、

貴
重
な
資
料
や
デ
ー
タ
が
見
付
か
る
こ
と
が

あ
り
、
そ
れ
ら
を
丁
寧
に
整
理
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
年
度
の
研
究
紹
介
で
は
、
現
役
学
生
の

鈴
木
さ
ん
か
ら
、
シ
ド
ニ
ー
の
一
部
地
域
に

お
け
る
リ
ト
ル
イ
ン
デ
ィ
ア
の
形
成
過
程
に

つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
地
理
学
教
室

を
卒
業
し
て
久
し
い
会
員
も
、
か
つ
て
の
よ

う
に
関
心
を
も
っ
て
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
後

の
懇
親
会
で
も
研
究
紹
介
の
話
題
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
年
度
も
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
時
間
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
度

以
降
も
、
卒
業
生
と
大
学
と
の
結
び
付
き
を

強
め
、
よ
り
充
実
し
た
集
い
に
な
る
よ
う
、

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　

（
文
責　

学
科
代
表　

篠
木　
　

格
）

　

一
月
二
十
二
日
（
木
）、
ア
ー
ト
ホ
テ
ル

新
潟
駅
前
を
会
場
に
、「
令
和
七
年
度
新
潟

大
学
教
育
学
部
・
教
育
実
践
学
研
究
科
教
職

員
と
同
窓
会
と
の
懇
談
会
・
懇
親
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

学
部
並
び
に
教
育
実
践
学
研
究
科
か
ら
は
、

柳
沼
学
部
長
、
大
庭
教
育
実
践
学
研
究
科
長

を
始
め
十
二
名
の
教
職
員
の
皆
様
が
、
同
窓

会
か
ら
は
臼
杵
勇
人
会
長
以
下
十
六
名
が
出

席
し
ま
し
た
。
今
年
度
を
総
括
す
る
事
業
で

あ
り
、
有
意
義
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

懇
談
会
で
は
、
臼
杵
同
窓
会
会
長
か
ら
、

教
育
界
の
最
新
情
報
と
課
題
、
教
育
学
部
同

窓
会
が
運
営
担
当
し
た
全
学
同
窓
会
設
立

二
十
周
年
記
念
事
業
開
催
報
告
と
御
礼
、
同

窓
会
創
立
七
十
五
周
年
に
向
け
て
の
挨
拶
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

柳
沼
様
は
、
教
育
学
部
の
現
状
と
課
題
と

深
刻
化
し
て
い
る
教
育
課
題
の
改
善
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
様
々
な
場
面
で
教
育
の
重
要
性
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
こ
と
、
ま
た
、
現
場
で

の
実
習
や
日
々
の
学
び
を
通
し
て
、
学
生
の

資
質
を
よ
り
高
め
て
現
場
に
輩
出
し
て
い
く

こ
と
の
使
命
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
庭
様
は
、
教
職
大
学
院
が
今
年
度
十
期

生
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
同
窓

会
か
ら
の
支
援
へ
の
感
謝
、
さ
ら
に
教
職
大

学
院
の
基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
た
院
生
の

主
体
的
な
学
び
へ
の
支
援
と
教
育
課
程
の
刷

新
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
窓
会
か
ら
は
、各
専
門
部
等
（
事
務
局
・

研
修
部
・
広
報
部
・
組
織
部
・
交
流
部
・
全

学
同
窓
会
）
が
今
年
度
の
事
業
概
要
に
つ
い

て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
意
見
交
換
後
、
最

後
に
灰
野
仁
同
窓
会
副
会
長
の
「
子
ど
も
を

思
う
熱
い
思
い
を
共
有
す
る
大
切
さ
か
ら
、

現
場
に
て
教
員
が
互
い
に
意
欲
を
も
っ
て
力

量
を
高
め
て
い
き
た
い
」
と
熱
の
こ
も
っ
た

挨
拶
で
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
加
藤
茂
夫
副
学
部
長
様
か

ら
の
乾
杯
の
ご
発
声
を
皮
切
り
に
、
懇
親
を

大
い
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
懇
談

会
で
の
話
題
を
基
に
新
潟
の
教
育
の
現
状
や

未
来
の
在
り
方
、
双
方
の
夢
や
願
い
、
そ
し

て
今
後
の
期
待
な
ど
幅
広
く
情
報
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

締
め
く
く
り
は
、
教
育
実
践
学
副
研
究
科

長
の
雲
尾
周
様
か
ら
丙
午
の
年
に
ち
な
ん

で
情
熱
を
も
っ
て

駆
け
抜
け
よ
う
と

気
勢
を
上
げ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、

中
野
隆
一
同
窓
会

副
会
長
の
挨
拶
で

会
を
閉
じ
ま
し
た
。

ご
参
会
の
皆
様
の

お
か
げ
で
大
変
充

実
し
た
事
業
と
な

り
ま
し
た
。

教
育
学
部
・
教
育
実
践
学
研
究
科
教
職
員
と
同
窓
会
と
の

懇
談
会
・
懇
親
会
報
告

交
流
部
　副
部
長
　藤
塚
　静
治
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会
員
の
広
場

　

新
潟
大
学
を
卒
業
し
、
何
も
で
き
な
い
新

人
教
師
だ
っ
た
頃
、「
大
学
で
学
ん
だ
け
れ

ど
、
全
然
通
用
し
な
い
な
あ
」
な
ど
と
生
意

気
を
言
い
な
が
ら
目
の
前
の
こ
と
に
追
わ
れ

る
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
。

　

教
員
に
な
っ
て
二
十
年
以
上
が
経
っ
た
今
、

私
の
私
ら
し
さ
、
自
信
と
な
っ
て
い
る
も
の

は
、
大
学
時
代
に
培
わ
れ
た
も
の
だ
と
感
じ

て
い
る
。
英
語
科
の
学
友
か
ら
は
、
向
上
心

を
学
ん
だ
。
共
に
単
位
取
得
や
教
育
実
習
を

乗
り
越
え
、
英
語
力
を
高
め
た
。
陸
上
競
技

部
で
は
主
将
と
し
て
競
技
に
打
ち
込
み
、
率

先
垂
範
、
背
中
で
語
ろ
う
と
努
力
を
し
た
。

部
員
百
名
を
ま
と
め
る
た
め
、
一
人
一
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
た
。

　

令
和
の
時
代
、
学
校
も
変
わ
る
時
で
あ
る
。

高
め
合
う
教
師
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
を

強
く
感
じ
て
い
る
。
そ
の
旗
振
り
役
と
な
る

教
頭
と
し
て
大
切
な
向
上
心
、
調
和
を
創
り

出
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
、
新
潟

大
学
で
の
四
年
間
の
お
か
げ
だ
。
原
稿
を
書

く
機
会
が
、
自
分
の
原
点
を
思
い
出
す
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。

　

カ
ナ
ダ
の
プ
リ
ン
ス
・
エ
ド
ワ
ー
ド
島

（
以
下
Ｐ
Ｅ
Ｉ
）に
友
人
が
い
る
。
Ｐ
Ｅ
Ｉ
は
、

小
説
「
赤
毛
の
ア
ン
」
の
舞
台
と
な
っ
た
島

で
あ
る
。
娘
が
ア
ン
の
大
フ
ァ
ン
で
あ
り
、

小
説
に
描
か
れ
て
い
る
島
の
美
し
い
自
然
に

も
魅
了
さ
れ
て
、
七
年
前
家
族
で
Ｐ
Ｅ
Ｉ
を

訪
れ
た
。
そ
の
時
知
り
合
っ
た
の
が
、
メ
イ

ソ
ン
夫
妻
で
あ
る
。
一
度
だ
け
、
夫
妻
を
佐

渡
に
お
招
き
し
た
こ
と
が
あ
る
。「
佐
渡
は

Ｐ
Ｅ
Ｉ
と
、
と
て
も
よ
く
似
て
い
ま
す
ね
。」

夫
妻
の
言
葉
に
驚
い
た
。
何
で
こ
れ
ま
で
気

が
つ
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

「
新
し
い
自
分
に
な
り
た
い
な
ら
北
へ
、

昔
の
自
分
に
戻
り
た
い
な
ら
南
へ
行
き
な

さ
い
。」
あ
る
漫
画
の
台
詞
だ
。
私
は
北
へ
、

Ｐ
Ｅ
Ｉ
へ
行
き
た
い
の
だ
ろ
う
か
。
Ｐ
Ｅ
Ｉ

の
冬
は
厳
し
い
。
そ
れ
で
も
、
新
し
い
自
分

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

役
職
定
年
ま
で
あ
と
二
年
。
小
説
の
終
わ

り
で
、
ア
ン
が
新
し
い
希
望
に
向
か
っ
て
走

り
出
す
時
の
言
葉
が
、
私
を
誘
惑
す
る
。

　

「G
o
d

’
s
 in

 h
is

 h
e
a
v

e
n

. A
ll’

s 

rig
h
t w

ith
 th

e w
o
rld

」

　

新
潟
大
学
を
卒
業
し
、
教
職
に
就
い
て
か

ら
の
一
年
が
も
う
す
ぐ
終
わ
る
。
学
生
の
頃

よ
り
も
月
日
が
流
れ
る
の
を
早
く
感
じ
て

い
る
。
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
こ
と
が
多

く
、
苦
難
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
新
た

な
力
が
身
に
付
く
こ
と
を
感
じ
な
が
ら
、
探

求
心
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
働
き
方
が
で
き
て
い
る
の

も
、
私
が
こ
れ
ま
で
十
六
年
間
続
け
て
き
た

野
球
で
の
経
験
が
糧
に
な
っ
て
い
る
。

　

私
は
、
野
球
を
通
し
て
、
継
続
す
る
こ
と

の
大
切
さ
や
支
え
て
く
れ
る
人
の
大
切
さ
を

学
ん
だ
。
学
校
生
活
で
は
、
学
ん
だ
こ
と
が

大
い
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
へ

の
指
導
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
窺
い

な
が
ら
、
う
ま
く
い
く
い
か
な
い
関
係
な
く

継
続
的
に
指
導
で
き
て
い
る
し
、
先
生
方
に

は
助
け
て
も
ら
う
こ
と
ば
か
り
だ
が
、
協
力

し
な
が
ら
取
り
組
め
て
い
る
。

　

私
一
人
の
力
で
は
で
き
な
い
こ
と
が
ま
だ

ま
だ
多
く
、
今
は
支
え
て
も
ら
う
ば
か
り
の

日
々
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
分
が
一
生
懸
命

に
な
ら
な
い
限
り
は
成
長
も
し
な
い
。
支
え

て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
を
当
た
り
前
に
思
わ

ず
、
今
ま
で
自
分
が
や
っ
て
き
た
よ
う
に
、

常
に
方
法
を
模
索
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
長

く
続
く
教
員
人
生
を
充
実
し
た
も
の
へ
と
し

て
い
き
た
い
。

　

小
中
学
生
時
代
、
可
も
な
く
不
可
も
な

か
っ
た
私
（
高
校
時
代
は
概
ね
不
可
）
は
、

先
生
に
褒
め
ら
れ
た
記
憶
が
殆
ど
な
い
。
だ

か
ら
こ
そ
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　

中
学
生
、
部
活
終
了
後
、
部
活
仲
間
六
名

で
、
合
唱
曲
を
大
大
大
熱
唱
し
な
が
ら
廊
下

を
歩
い
て
い
た
。
大
き
す
ぎ
る
歌
声
が
職
員

室
前
に
差
し
掛
か
っ
た
そ
の
時
、
職
員
室
の

引
き
戸
が
ガ
ラ
ラ
と
勢
い
よ
く
開
き
、
教
務

主
任
の
顔
が
ヌ
ッ
と
出
て
き
た
。
黒
く
鋭
い

眉
と
眼
光
が
私
達
を
捉
え
た
。

　

「
あ
、
う
る
さ
か
っ
た
。
怒
ら
れ
る
。」
一

瞬
で
覚
悟
を
決
め
た
そ
の
時
、「
す
ご
く
上

手
で
す
。」
笑
顔
の
教
務
主
任
が
言
っ
た
。

驚
い
た
。
ド
キ
ド
キ
し
た
。
皆
で
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
と
挨
拶
し
た
。
え
…

超
嬉
し
い
！

　

だ
か
ら
私
は
い
つ
で
も
歌
声
を
褒
め
る
先

生
に
な
っ
た
。
社
会
の
授
業
中
「
う
っ
せ
ぇ

う
っ
せ
ぇ
う
っ
せ
ぇ
わ
」
と
歌
う
子
は
、
褒

め
る
と
笑
顔
で
ノ
ー
ト
を
書
き
始
め
た
。

　

先
生
、
あ
の
時
褒
め
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
で
も
も
し
先
生
が
教
頭

先
生
だ
っ
た
な
ら
、
勘
違
い
し
て
い
て
ご
め

ん
な
さ
い
。

　野
球
の
経
験
を
通
し
て

田
上
町
立
田
上
小
学
校

　　　　　　

丸
山
　
尊
仁

　教
務
主
任
の

　
　

あ
の
先
生
に
感
謝
を

新
潟
市
立
中
野
山
小
学
校

　　　　　

深
井
あ
り
さ

　
原
　点

　移
住
へ
の
誘
惑

聖
籠
町
立
聖
籠
中
学
校

　　　　　

田
中
　
健
太

佐
渡
市
立
畑
野
中
学
校

　　　　　

福
井
　
晴
人
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はじめに

　社会には様々な問題が存在している。その問題の解

決のためには、民主主義社会における市民を育むこと

が必要だと考える。市民育成を目標に誕生した教科が

社会科である。しかし、筆者のこれまでの社会科授業

を振り返ると、市民を十分に育成できていないと感じ

ていた。そこで筆者の勤務する小学校段階における、

市民を育成するための社会科授業の改善を目的に、ま

ず「市民」とは何かについて文献調査から明らかにし、

そのような市民を育むための小学校社会科授業を構想

し、実践した。

「市民」とは何か

　文献調査から筆者が定めた市民像は以下の通りであ

る。

　上記の資質・能力をもつ者を「市民」とし、このよ

うな市民としての姿が表れる授業構成について実践を

１　研究の背景

　小学校体育のボール運動領域では、ボール操作とと

もに、ボールを持たないときの動きが学習内容として

位置付けられている。しかし、ネット型ゲームの授業

では、技能差への配慮からボール操作の簡易化が中心

となり、攻撃を成立させるためのボールを持たないと

きの動きにまで十分に焦点が当てられないまま学習が

進む状況が見られる。こうした課題意識から、本研究

では、ボールを持たないときの動きを中核に据えた授

業実践に取り組んだ。

２　研究の目的

　本研究は、ネット型ゲームにおいて、ボールを持た

ないときの動きを中核に据えた授業が、子どものゲー

ム参加や攻撃の理解に与える影響を明らかにすること

を目的とする。

３　一年次の実践の実際

　一年次の実践では、タスクゲームを通して、助走や

セッターがネット際へ移動する動きが生起する様子を

もとに考察した。

１年次の実践

　小学校第３学年の地域の安全を守る働きの単元にお

いて、「高齢者が関わる事故の多さ」を教材として取

り上げ、「高齢者の事故を減らすために、社会の中で

どう取り組むとよいか」を考える実践を行った。児童

は、高齢者を守るという視点で、高齢者事故を減らす

ための社会の仕組みについて考えた。本実践の考察か

ら、「社会の複雑さが表れる社会問題を教材とするこ

と」「多様な他者に注目し、その視点を児童が取り込

んで考えること」「自分の生活と社会をつなげて考え

ること」が市民育成のための授業改善のキーワードと

なることが見えてきた。

２年次の実践

　ⅱの市民像のうち「社会をつくろうとする意志をも

つ」という点が１年次の実践において課題となった。

そこで「子どもの意見表明」を中核に据えた授業を２

年次に実践した。具体的には、小学校第６学年の政治

単元において、子どもの生活の中から問題を発見し、

その改善点を児童が考え、改善の願いを行政に要望す

るという授業である。このとき、多様な価値観に触れ

るため、意見を集めることを重視した。集まった意見

をもとに行政に要望する内容を児童は検討した。現在、

２年次の実践の価値について考察を進めている。

見取ることができた。一方で、その動きは、子ども自

身が動きの意味や役割として十分に理解しているとは

言い難い点が課題として明らかになった。

４　二年次実践の実際

　二年次は、一年次の課題を踏まえ、ゲーム中の経験

をもとに、攻撃の連携や役割について考えを深められ

るよう、振り返りと共有の活動を中心に授業を構成し

た。

　ゲーム後に三段攻撃の連携がうまくいった場面や難

しかった場面を振り返り、得点につながった理由や工

夫した点について、模造紙を用いて共有した。これら

の活動を通して、子どもたちは、セッターの移動と三

段攻撃の意味を経験と結び付けて捉えていたと考えら

れる。

5　二年次実践の成果と課題 

　二年次の実践を通して、子どもたちは、仲間の位置

を見て自分の役割を判断し、移動や声かけを行いなが

らゲームに参加する姿を見せるようになり、ゲーム参

加の質が高まったことがうかがえた。一方で、理解の

深まりには個人差が見られ、安定した判断につなげる

ための手立てについては、今後の課題として残った。

市民育成を目指した社会科授業の改善
教育実践コース　樋口　智彦（新潟市立大形小学校）

小学校体育ボール運動領域ネット型ゲームにおける
「ボールを持たないときの動き」に着目した授業実践
教育実践コース　塩沢　輝大（ストマス）

ⅰ　多様な価値観をもとに人々が幸せに暮らすことが　

　できる社会について考え、自己の考えを表出できる。

ⅱ　他者と協働して人々が幸せに暮らすことができる

　社会をつくろうとする意志をもつことができる。
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学
校
現
場
で
活
か
す
認
知
行
動
療
法

新
潟
大
学
人
文
社
会
科
学
系
　

佐
藤
　
友
哉

は
じ
め
に

　

筆
者
は
、
本
学
に
お
い
て
、
教
育
学
部
に

お
け
る
教
員
養
成
、
学
部
・
大
学
院
に
お
け

る
公
認
心
理
師
お
よ
び
臨
床
心
理
士
養
成
に

主
に
携
わ
っ
て
い
る
。
筆
者
の
専
門
は
、
臨

床
心
理
学
で
あ
る
。
臨
床
心
理
学
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
学
問
領
域
が
あ
り
、
特
に
認
知
行
動

療
法
を
専
門
と
し
た
研
究
お
よ
び
実
践
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
認
知
行
動
療
法
は
、
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の
技
法
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
そ

の
使
用
に
は
専
門
技
術
の
習
熟
が
求
め
ら
れ

る
も
の
の
、
そ
の
考
え
方
は
、
教
育
現
場
に

お
け
る
生
徒
指
導
お
よ
び
教
育
相
談
に
非
常

に
有
用
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
筆
者
が
教
育
学
部
の

生
徒
指
導
お
よ
び
教
育
相
談
に
関
連
し
た
授

業
に
お
い
て
学
生
に
伝
え
て
い
る
「
教
育
現

場
で
活
か
せ
る
認
知
行
動
療
法
」
の
視
点
を

お
伝
え
し
た
い
。

問
題
の
整
理
の
視
点

　

児
童
生
徒
の
問
題
に
対
す
る
手
立
て
を
考

え
る
際
は
、
当
該
問
題
に
対
す
る
情
報
収
集

を
し
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
く
。
こ

の
際
、
闇
雲
に
情
報
を
収
集
す
る
の
で
は
な

く
、
あ
る
程
度
、
視
点
を
絞
っ
て
情
報
収
集

を
行
っ
て
い
く
と
、
手
立
て
が
思
い
つ
き
や

す
い
。

　

以
下
に
認
知
行
動
療
法
の
観
点
に
基
づ
く
、

情
報
の
整
理
の
視
点
を
挙
げ
る
（
佐
藤
他
、

２
０
１
９ : 

嶋
田
、
２
０
２
１
）。

　（
１
）
誰
が
困
っ
て
い
ま
す
か
？
（
キ
ー
・

パ
ー
ソ
ン
）　

学
校
現
場
で
の
問
題
で
あ
る

の
で
、
児
童
生
徒
の
問
題
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
が
、
働
き
か
け
や
す
い
（
効
果
が

期
待
し
や
す
い
）
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
を
整
理

す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
当
た
り
前
の
こ

と
で
は
あ
る
が
、
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
な

い
人
は
行
動
を
変
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
問

題
意
識
を
持
っ
て
い
な
い
人
に
、「
～
す
べ

き
」
と
言
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
。
逆
に

言
え
ば
、
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
れ
ば
動
い

て
く
れ
る
可
能
性
が
高
ま
る
。
私
が
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
て
い
た
際
、
子
ど

も
が
困
っ
て
お
ら
ず
に
、
親
や
学
校
職
員
が

困
っ
て
い
る
場
合
も
多
か
っ
た
。
も
し
、
児

童
生
徒
の
周
囲
に
問
題
意
識
が
あ
る
場
合
に

は
、
問
題
意
識
が
あ
る
者
の
行
動
を
変
容
す

る
こ
と
で
、
間
接
的
に
、
児
童
生
徒
の
問
題

を
改
善
す
る
こ
と
を
試
み
る
と
良
い
。

　（
２
）
問
題
行
動
が
生
起
し
た
原
因
は
何

で
す
か
？
　
児
童
生
徒
の
問
題
に
遭
遇
し
た

と
き
に
「
生
起
し
た
原
因
探
し
」
を
始
め
る

と
、
理
解
し
た
つ
も
り
に
は
な
る
こ
と
は
多

い
が
、
同
時
に
今
日
明
日
か
ら
で
き
る
手
立

て
は
思
い
つ
か
な
い
こ
と
が
多
い
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
我
々
は
過
去
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
で

き
な
い
の
で
、「
真
の
原
因
」
を
立
証
す
る

こ
と
は
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
生
起
し
た
原
因
の
な
か
で
、
解
決
で
き

る
も
の
が
あ
れ
ば
、
と
り
あ
え
ず
解
決
し

て
み
る
と
い
う
視
点
を
持
っ
て
み
る
と
良

い
。
こ
れ
の
解
決
「
だ
け
」
に
は
こ
だ
わ
ら

な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
生
起

し
た
原
因
と
し
て
よ
く
出
て
く
る
も
の
と
し

て
「
家
庭
環
境
」
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
保
護

者
が
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
な
い
限
り
家
庭

環
境
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ

と
が
多
い
。

　

（
３
）
問
題
行
動
が
維
持
し
て
い
る
原
因

は
何
で
す
か
？　

問
題
が
生
起
し
た
原
因
の

解
決
が
で
き
な
く
と
も
、「
維
持
し
て
い
る

原
因
」
に
着
目
す
る
と
、
当
面
の
問
題
解
決

の
選
択
肢
が
増
え
る
こ
と
が
多
い
。「
維
持

し
て
い
る
原
因
」
は
、「
今
、
こ
こ
で
」
続

い
て
い
る
原
因
な
の
で
、
現
在
に
い
る
我
々

も
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
る
。
不
登
校
の
場
合
、

「
生
起
し
た
原
因
」「
維
持
し
て
い
る
原
因
」

は
別
物
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
例
え

ば
、
不
登
校
を
例
に
挙
げ
る
と
、
生
起
し
た

原
因
と
し
て
は
、
い
じ
め
や
、
対
人
関
係
上

の
失
敗
な
ど
具
体
的
な
イ
ベ
ン
ト
が
考
え
ら

れ
た
と
し
て
も
、
維
持
し
て
い
る
要
因
と
し

て
は
、
生
活
リ
ズ
ム
の
不
安
定
さ
、
家
の
居

心
地
の
良
さ
な
ど
別
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
。

　（
４
）疾
患
の
可
能
性
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

問
題
行
動
が
あ
る
疾
患
の
「
症
状
」
で
あ
る

と
、
介
入
そ
の
も
の
は
機
能
し
に
く
い
こ
と

が
あ
る
。
疾
患
と
し
て
の
症
状
が
出
て
い
る

場
合
は
、
薬
物
療
法
の
可
能
性
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
支
援
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
神
経
発
達
症
（
発
達
障
害
）
の
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
場
合
は
、
特
性
そ
の
も
の

の
根
本
の
改
善
と
い
う
よ
り
は
、
特
性
と
う

ま
く
付
き
合
っ
て
い
く
視
点
も
必
要
と
な
る
。

　（
５
）当
面
の
目
標
を
ど
こ
に
置
き
ま
し
ょ

う
か
？
　
当
面
で
き
る
こ
と
と
、
長
い
目
で

み
る
こ
と
を
分
け
て
考
え
る
。
不
登
校
で
あ

る
か
ら
と
言
っ
て
、
す
ぐ
に
登
校
す
る
こ
と

が
目
的
と
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
ず
は
、

今
日
明
日
か
ら
で
き
そ
う
な
目
標
に
落
と
し

込
み
、
そ
の
積
み
重
ね
の
先
に
登
校
や
社
会

復
帰
を
考
え
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
目
標
は
、
具
体
的
に
測
定
で
き
る
行
動

に
落
と
し
込
む
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

さ
い
ご
に

　

今
回
は
、
認
知
行
動
療
法
の
紹
介
と
し
て
、

問
題
の
整
理
の
視
点
の
紹
介
を
し
た
。
こ
れ

ら
は
問
題
の
内
容
に
か
か
わ
ら
ず
、
共
通
し

て
い
る
視
点
で
あ
る
。
認
知
行
動
療
法
で

は
、
そ
の
他
に
も
各
問
題
に
対
す
る
具
体
的

な
さ
ま
ざ
ま
な
介
入
技
法
が
開
発
さ
れ
て
い

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
技
法
は
存
在
す
る
も
の
の
、

（
ａ
）
過
去
の
問
題
よ
り
は
、「
今
こ
こ
（h

ere 

a
n
d
 n

o
w

）」
の
取
り
組
み
や
す
い
と
こ
ろ

か
ら
働
き
か
け
る
、（
ｂ
）
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
、
具
体
的
な
行
動
に
翻
訳
し
、
具
体
的

な
行
動
変
容
を
狙
っ
て
い
く
と
こ
ろ
に
大
き

な
特
徴
が
あ
る
。

　

学
校
で
の
実
践
や
共
同
研
究
な
ど
興
味
が

あ
れ
ば
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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